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急
性
期
医
療
か
ら
在
宅
医
療

へ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
流
れ
を
加
速
す
る

′

―

一
一〇

一
二
年
グ
ル
ー
プ
方
針

―

特
定
医
療
法
人
祐
愛
会
理
事
長

織
田

正
道

。
紹
介
患
者
を
増
や
し
、
新
規
入
院
患
者

一
〇
％

増
を
目
指
す

。在
宅
療
養
支
援
診
療
所
、
訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
強
化
す
る

②
地
域
の
面
連
携
を
推
進
す
る

・
連
携
セ
ン
タ
ー
を
地
域
医
療

・
介
護
連
携
の
要

と
し
、
更
な
る
充
実
を
図
る

。医
療
と
介
護
（基
本
）
情
報
を
電
子
化
し
、グ
ル
ー

プ
内
の
一
元
化
と
共
有
化
を
図
る

③
更
な
る
医
療
の
質
向
上
を
目
指
す

・
Ｔ
Ｑ
Ｍ

Ｏ
昌
風
Ｉ
辱
て
暉
認
∃
螢
じ

を
推
進

す
る

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
す
る

ニ
　
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

①
医
師
・
看
護
師

。
薬
剤
師

・
ド
ク
タ
ー
ク
ラ
ー
ク

・

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
な
ど
多
職
種
の
役
割
分
担
を
明
確

化
し
、
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
す
る

②
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

（多
様
な
勤
務
形
態
）

を
推
進
す
る

③
二
四
時
間
保
育
を
整
備
す
る

④
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
時
間
外
勤
務
の
短
縮
を

目
指
す

⑤
人
事
制
度
の
刷
新
を
行
う

（考
課
者
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
教
苦
る
警
０

⑥
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ー
ス
の
採
用
と
育
成
を
強
化
す
る

〓
一．
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（医
療
安
全
、
院

内
感
染
防
止
）
の
更
な
る
向
上
に
努
め
る

四
．
海
外
研
修
の
充
実
を
図
る

も
』
′
♂
ユ

〓
ａ
ｇ
】
８
諄
当
（
ハ
ワ
イ
）
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
す
る

五
．
二
〇
一
三
年
結
鮮
鵞
罷
艶
器
罰
Ｅ
生
史
新
に
取
り
組
む

。
各
部
署
か
ら
な
る
準
備
委
員
会
ス
タ
ー
ト

○
介
護
分
野

「医
療
と
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
進
め
る
と
共
に
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。」

一
．
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
す

①
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
在
宅
復
帰

。
在
宅

療
養
支
援
機
能
の
充
実
を
図
る

。
回
転
率

一
〇
％
以
上
、
在
宅
復
帰
率
五
〇
％
以

上
を
維
持
す
る

ア
ッ
プ
を
図
る

」
誕
租
抵
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
を
二
ヵ
所
新
規
開
設

（古

枝
、
七
浦
）
す
る

・
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「ほ
の
ぼ
の
」
十
二
時

間
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
進
め
る

。
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
サ
テ
ラ
イ
ト
開

設
に
向
け
て
取
り
組
む

・
二
十
四
時
間
型
定
期
巡
回
。
随
時
対
応
型
サ
ー

ビ
ス
導
入
に
向
け
て
取
り
組
む

・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
開
設
に
向
け

て
取
り
組
む

④
人
材
採
用
・
育
成
の
た
め
の
専
属
部
門
開
設
す
る

。
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
に
向
け
て
、
「認
知

症
ケ
ア
」
の
教
育
研
修
を
強
化
す
る

二．一一̈一　　　　　　　　　　　　　強化一

①
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

（多
様
な
勤
務
形
態
）

の
更
な
る
推
進
す
る

②
子
育
て
支
援
体
制
を
充
実
す
る

③
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
時
間
外
勤
務
の
短
縮
を

目
指
す

④
人
事
制
度
の
刷
新
を
行
う

（考
課
者
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
教
蓄
屏
摯
じ

〓
一．
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（転
倒
転
落
防
止
、

院
丙
感
染
防
止
）
の
更
な
る
向
上
に
努
め
る

四

地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
は
、
「ゆ
う
あ
い
社
会
福
祉

事
業
団
」
へ
の
円
滑
な
事
業
所
変
更
を
進
め
る

新
た
な
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
二
〇

一
二
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
二
〇

一
一
年
は
、
三
月
十

一
日
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
、
日
本
人
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
年
と

な
り
ま
し
た
。
改
め
て
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

心
か
ら
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
新
成
人
は
百
二
十
二
万
人
と
、
こ
れ

ま
で
で
最
も
少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
先
日
の
新
聞

に
、
特
記
す
べ
き
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
成
人
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
て
、
新
成
人
の

八
割
近
く
が

「自
分
た
ち
の
世
代
が
日
本
を
変
え
て
い

き
た
い
、
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い
る
と
言

う
喜
ば
し
い
記
事
で
し
た
。〈フ
や
日
本
だ
け
で
は
な
く
、

欧
州
や
米
国
ま
で
も
が
、
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
お

り
、
世
界
が
大
き
く
変
わ
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
激
動
の
時
代
に
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
う

若
い
人
た
ち
が
、
こ
の
様
な
気
概
を
持
っ
て
く
れ
て
い

る
こ
と
に
、勇
気
を
貰
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。我
々

も
、
未
来
へ
の
夢
と
希
望
を
持
ち
、
今
年
も
新
た
な
目

標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
般
、
政
府
が
提
示
し
た

「社
会
保
障

。
税

一
体
改

革
素
案
」
に
お
い
て
、
二
〇
二
五
年
に
お
け
る
医
療

・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
、
我
々
が
目
指
し
て
い
る
方

向
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
更
に
発
展
さ
せ
、
保
健

・
予
防

。
医

療

・
介
護
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
る
よ

う
な
質
の
高
い

「総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
当
地
域
は
、
七
五
歳
以
上
の

人
口
増
加
が
、
全
国
よ
り
５
年
～

一
〇
年
早
く
進
ん
で

お
り
、
今
後
八
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
も
急
激
に
増

加
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
地
域
人
口
年
齢
構
成
が
変
化
す
る
中
で
、
急
性

期
医
療
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
は

特
に
在
宅
医
療
と
の
連
携
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
当
院
の
開
放
型
病
床

登
録
医
の
先
生
方
と
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
、
在
宅

療
養
士差
菱
診
療
所
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。
並
行
し
て
、
訪
固
査
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の

連
携
強
化
も
進
め
、
看
護
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
も
お
こ
な

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
分
野
に
お
い
て
は
、
国
が
進
め
る

「地

一域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
、
一
般
社
団
法
人

『ゆ
う
あ
い
社
会
福
祉
事
業
団
』

を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
、
個
別
性
を
重
視
し
た
多
機
能
で
多
様
性
の
あ
る

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
ま

す
。そ

れ
で
は
こ
こ
に

「
二
〇

一
二
年
グ
ル
ー
プ
方
針
」

を
示
し
ま
す
。

◎
二
〇

一
二
年
グ
ル
ー
プ
方
針

「超
高
齢
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域
の
人
々
が

安
心
し
て
健
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
保
健

。

予
防

。
医
療

・
介
護
の
各
分
野
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
提
供

で
き
る
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。」

○
保
健

。
予
防
分
野

「地
域
の
人
々
の
健
や
か
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
生

活
習
慣
病
の
予
防

。
改
善
に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま

す
。」

一
．
人
間
ド
ッ
ク
、
専
門
ド
ッ
ク

（脳
。乳
腺
ド
ツ
ク
）、

二
次
検
診
へ
積
極
的
に
取
り
組
み
プ
ラ
ン
ド
化
を

図
る

二

行
政
と
協
力
し
て
特
定
健
診

・
特
定
保
健
指
導
の

受
診
率
ア
ッ
プ
に
努
め
る

三
．
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

（ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
）
の

継
続
を
図
る

四

糖
尿
病
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
〓病
市
民
公
開
講
座

を
恒
例
化

（隔
月
）
し
、
地
域
へ
の
浸
透
を
図
る

○
医
療
分
野

「地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る
急
性
期
病
院
と
し
て
、

更
な
る
医
療
の
質
の
向
上
と
、効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
医
療
や
介
護
分
野
と

一
体
的
サ
ー
ビ
ス
を

進
め
ま
す
。」

一
．
地
域
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り

①
急
性
期
機
能
の
充
実
を
図
る

。
常
勤
医
師
の
三
〇
人
体
制
に
向
け
、
積
極
的
に

医
師
確
保
を
行
う

。
救
急
患
者
受
入
れ
体
制
を
充
実
し
、
救
急
隊
と

の
連
携
を
強
化
す
る

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
¨
『
。

図)南部医療日75歳 以上人口の推移
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ゆ
う
あ

い
ビ
レ

ッ
ジ

の
展
望

～
地
域
包
括
ケ
ア

実
践
に
向
け
て
～

ケ

ア

コ
ー
ト
ゆ
う
あ

い
施
設
長

千

々
岩

親
幸

年
が
明
け
て
、
今
年
四
月
の
介
護
保

険
制
度
改
正
が
い
よ
い
よ
間
近
に
迫
っ
て

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
日

本
は
超
高
齢
化
の
階
段
を
急
速
に
駆
け
上

が

っ
て
い
ま
す
、
二
〇

一
五
年
に
は
い
わ

ゆ
る
団
塊
の
世
代
の
方
々
す
べ
て
が

（前

期
）
高
齢
者
と
な
り
、
二
〇
二
五
年
に
は

七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な
り
ま

す
。
現
在
の
状
況
か
ら
も
推
測
が
容
易
で

す
が
、
今
後
、
独
居
世
帯
や
老
老
世
帯
の

増
加

・
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

。
大
都
市

圏
で
の
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
が
要
介
護
者
の
急
増
で
す
。

二
〇
〇
〇
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
介
護
保
険

制
度
は
当
初
よ
り
将
来
的
な
高
齢
者
の
急

増
を
念
頭
に
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
三
年
ご
と
の
改
正
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
六
年
に
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
と
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創

設
と
い
う
大
き
な
改
正
が
な
さ
れ
そ
の
六

年
後
の
今
年
、
厚
生
労
働
省
が

「地
域
包

括
ケ
ア
元
年
」
と
位
置
づ
け
る
改
正
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
は
、
高
齢
者
や
要
介
護
者
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
日
常
生
活
圏
域
に
お
い
て
医
療
・介
護
・

予
防

。
住
ま
い
。
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
提
供
す
る
体
制
の
こ
と
で
す
。

一
月
末
に
は
詳
細
が
明
ら
か
に
な
る
予
定

で
す
が
、
今
回
の
改
正
の
方
向
性
と
し
て

は

一
番
目
に

「入
院
か
ら
施
設
へ
、
施
設

か
ら
地
域
へ
」
の
流
れ
の
強
化
、
二
番
目

は
病
院
か
ら
退
院
し
在
宅
や
介
護
施
設
、

高
齢
者
住
宅
で
終
末
期
医
療
を
行
い
病
院

死
か
ら
地
域
死
を
め
ざ
す
、
三
番
目
は
今

回
の
改
正
の
重
要
課
題
で
あ
る
医
療

・
介

護
連
携
で
、
こ
の
連
携
が
機
能
す
る
よ
う

に
な
る
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
効

果
的
に
動
き
出
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
四
番
目
に
要
介
護
者
の
軽
度
抑
制
と

重
度
の
評
価
で
す
。
社
会
保
障
費
増
加
の

抑
制
の
た
め
に
は
財
政
配
分
の
重
点
化

・

効
率
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
軽
度

者
の
報
酬
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
、
将
来

は
要
支
援
の
方
は
介
護
保
険
か
ら
外
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
四

つ
の
流
れ
が
基
本
と
な
り
改
正
が
今
後
も

行
わ
れ
二
〇
二
五
年
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
が
完
成
す
る
段
取
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
向
性
の
中
、
祐
愛
会

で
は
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
サ
テ
ラ
イ
ト
通
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
増
設
、
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

「レ

ジ
デ
ン
ス
ゆ
う
あ
い
３
丁
目
」
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
小
規

模
多
機
能
施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。
今
年

も
二
ヶ
所
の
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開

設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
新
た

な
居
宅
系
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
中
で
す
。
介

護
保
険
の
大
規
模
な
施
設
で
あ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
病
院
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

お
り
、
特
に
老
人
保
健
施
設
は

「施
設
か

ら
地
域
へ
」
の
流
れ
の
中
、
機
能
の
明
確

化

。
重
点
化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

的
で
、
在
宅
復
帰
支
援
。在
宅
療
養
支
援
・

介
護
予
防

。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
重

点
を
置
い
た
報
酬
改
定
が
な
さ
れ
る
よ
う

で
す
。
具
体
的
に
は
老
健
入
所
で
は
在
宅

復
帰
率
五
〇
％
、
ベ
ッ
ド
回
転
率

一
〇
％

と
い
っ
た
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
設
定
さ
れ
、

将
来
的
に
は
こ
れ
ら
の
数
字
を
ク
リ
ア
ー

で
き
な
い
老
健
は

一
般
的
な
有
料
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
整
理
統
合
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ

う
あ
い
も
地
域
の
老
人
保
健
施
設
と
し
て

生
き
残
る
べ
く
在
宅
復
帰

。
療
養
支
援
機

能
、
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
核
施
設
と

な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
内

に
新
し
い
透
視
室
が

ル
万
甫
И
′

副
院
長
　
坂

田
泰
志

６
４
列
Ｃ
Ｔ
の
設
置
に
よ
り

一
階
の
透

視
室
は
Ｃ
Ｔ
室
の

一
部
と
な

っ
た
た
め
、

三
階
の
旧
手
術
室

へ
移
転
し
ま
し
た
。

透
視
室
で
は
患
者
に
Ｘ
線
を
連
続
照
射
し

て
作
ら
れ
る
動
画
を
モ
ニ
タ
ー
で
み
な
が

ら
、
検
査

・
治
療
を
行
い
ま
す
。
室
内
で

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
検
査
や
治
療
を
行
う
場

合
は
鉛
の
入
っ
た
放
射
線
防
御
服
を
着
て

行
い
ま
す
。
撮
影
画
像
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
院
内
の
パ
ソ
コ
ン
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

透
視
室
で
行
う
胃
や
腸
の
検
査
は
バ
リ

ウ
ム
を
飲
ん
で
行
う
胃
透
視

（検
診
車

で
お
こ
な
う
集
団
検
診
と
違
い
、
食
道
、

十
二
指
腸
も
撮
影
し
ま
す
）
が
最
も
多
い

の
で
す
が
、
小
腸
透
視
や
肛
門
か
ら
バ
リ

ウ
ム
を
注
入
す
る
大
腸
透
視
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
治
療
と
し
て
は
小
腸
イ
レ
ウ
ス

（腸
閉
塞
）
患
者
の
治
療
で
あ
る
経
鼻
イ

レ
ウ
ス
チ
ュ
ー
ブ
挿
入
や
大
腸
が
ん
な
ど

に
よ
る
大
腸
の
開
塞
の
治
療
で
あ
る
経
肛

門
的
イ
レ
ウ
ス
チ
ュ
ー
プ
の
挿
入
も
透
視

室
で
腸
管
を
み
な
が
ら
行
い
ま
す
。

胆
の
う
、
胆
管
の
検
査

。
治
療
も
透
視

室
で
お
こ
な
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
外
科

医
や
肝
臓
専
門
医
の
井
手
医
師
が
お
こ
な

う
経
皮
経
肝
胆
管
ド
レ
ナ
ー
ジ

（Ｐ
Ｔ
Ｃ

Ｄ
）
は
総
胆
管
結
石
や
胆
管
が
ん
で
胆
管

が
閉
塞
し
た
患
者
に
皮
膚
か
ら
肝
臓
を
穿

刺
す
る
治
療
法
で
す
。
ま
た
、
経
皮
経
肝

胆
の
う
ド
レ
ナ
ー
ジ

（
Ｐ
Ｔ
Ｇ
Ｂ
Ｄ
）
は

炎
症
の
強
い
胆
の
う
炎
患
者
の
胆
の
う
を

穿
刺
し
て
感
染
胆
汁
を
排
液
す
る
方
法
で

す
。
こ
れ
ら
は
超
音
波
装
置
と
透
視
の
機

器
を
使
用
し
て
行
い
ま
す
。

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
こ

な
う
の
は
総
胆
管
結
石
、
胆
管
が
ん
の
検

査
で
あ
る
内
視
鏡
的
逆
行
性
胆
管

。
膵
管

造
影

（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）
、
胆
管
閉
塞
の
治
療

で
行
う
内
視
鏡
的
十
二
指
腸
乳
頭
切
開
術

（
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）
や
内
視
鏡
的
逆
行
性
胆
道
ド

レ
ナ
ー
ジ

（
Ｅ
Ｒ
Ｂ
Ｄ
）
で
す
。
こ
れ
ら

は
透
視
室
内
で
内
視
鏡
を
使
用
し
て
行
い

ま
す
。
昨
年
は
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
五

一
例
、
Ｅ
Ｓ

Ｔ
十
九
例
　
、
Ｅ
Ｒ
Ｂ
Ｄ
二
十
九
例
行

っ

て
い
ま
す
。
当
院
規
模
の
病
院
の
中
で
は

か
な
り
多
い
方
と
思
い
ま
す
。

内
視
鏡
を
使
用
す
る
検
査

・
治
療
時
に

は
、
苦
痛
軽
減
の
た
め
に
鎮
静
剤
や
麻
薬

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
透
視
室
内
に

は
内
視
鏡
機
器
、
施
行
医
以
外
に
心
拍
監

視
モ
ニ
タ
ー
、
患
者
の
状
態
を
観
察
す
る

ナ
ー
ス
、
検
査
や
治
療
を
介
助
す
る
医
師

や
ナ
ー
ス
が
必
要
で
す
。
以
前
の
透
視
室

と
比
べ
、
今
回
は
多
人
数
が
入
っ
て
も
十

分
な
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
画
像
も
撮
影
し
た
写
真
と
現
在
の
画

像
を
二
つ
の
モ
ニ
タ
ー
画
面
で
瞬
時
に
比

較
で
き
、
新
し
い
機
器
は
診
断

。
治
療
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。　
一
階
の
放
射
線
科
か

ら
離
れ
て
い
ま
す
の
で
放
射
線
技
師
は
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

に
接
し
て
い
ま
す
の
で
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
非
常
に
効
率
よ
く

仕
事
が
で
き
る
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

Ц

避
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「 に わか 選 手 権 」 で、グ ラ ン プ リ (平成 22年 )・

準 グ ラ ン プ リ (平成 23年 )と 2年連 続 受 賞 !

1月 14日

1月 26日

2月 5日

4月 13日

5月 7日

5月 H日
5月 20日

5月 24日

6月 15日

6月 22日

7月 12日

9月 3日

9月 17日

9月 18日

9月 19日

9月 23日

10月 23日

H月 6日

H月 12日

11月 18日

H月 19日

H月 20日

12月 11日

佐賀宝蔵寺

能古見保育園

若殿分公民館

大村方公民館

佐賀市

鹿島市市民会館

中村公民館

西部中

納富分公民館

西牟田公民館

鹿島商工会議所 2階

土穴公民館

貝瀬公民館

市民会館

馬渡公民館

塩田町なかどおり公民館

清川

歌垣の里⇒ふくどみゆうあい館

鹿島市市民会館

西峰団地集会所

西九州大学

のごみふれあい館

佐賀市民会館

独居老人食事会   オレオレ詐欺 (宝石買取編)

檀家

園児

長尾民生委員

春久一座

食改協

老人会

あやめ会

馬渡老人会

老人会

松操会

GH協会

ふくしのつどい   ゆうとく神社

おれおれ詐欺

昔話にわか劇

介護劇+運動

東日本チャリティにわか

老々介護

悪徳商法に気をつけて

施設のこと :ゆ うあいフェアの宣伝

敬老の日

敬老の日

介護保険の対象者、認知症

病院へ行こう

独居老夫婦老人食事会オレオレ詐欺 (地 デジ詐欺)

西部中 1年生    高齢者とのふれあいについて

商工会女性部    認知症になっての対応と介護保険申請について

敬老会  老人会  敬老の日

敬老会  老人会  敬老の日 (悪徳商法・ゆうあい宣伝 )

鹿島市生涯学習   チャリティにわか鹿島

独居高齢者

西九州大学

GH協会

JA佐賀

おれおれ詐欺

おれおれ詐欺

水戸黄門

絆

にわか選手権

悪徳商法の介護劇
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第
十
六
回
ゆ
う
あ
い
研
究
発
表
会

（Ｑ
Ｃ
発
表
△
０
開
催
～
連
携
を
テ
ー
マ
に
′

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
七
日
（土
）、

大
正
屋
で
第
十
六
回
院
内
研
究
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
は

各
部
署
よ
り
業
務
改
善
や
技
術
向
上
な

ど
様
々
な
内
容
で
発
表
を
行

っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
よ
り
形
式
を

一
新
し
、

す
べ
て
Ｑ
Ｃ
活
動
で
の
発
表
と
な
り
ま

し
た
。
Ｑ
Ｃ
活
動
に
つ
い
て
は
、　
一
昨

年
よ
り
研
究
を
重
ね
、
昨
年
度
は
リ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ス
で
試
験
的
に
実
施
、
今
年

度
よ
り
全
部
署
で
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
昨
今
、医
療
・介
護
で
は
チ
ー

ム
医
療

。
セ
ク
ト
意
識
の
排
除
な
ど
が

さ
さ
や
か
れ
横
の
つ
な
が
り
が
重
視
さ

れ
て
お
り
、
「連
携
」
を
統

一
テ
ー
マ
と

し
ま
し
た

（資
料
１
参
照
）。

Ｑ
Ｃ
活
動
は
も
と
も
と
製
造
業
で
取

発表者の様 r

人
事
課
　
宮
崎
公
志

り
組
ま
れ
、
か
の
ト
ヨ
タ
も
Ｑ
Ｃ
手
法

を
用
い
た
業
務
改
善
に
よ
り
大
き
な
成

果
を
上
げ
た
こ
と
で
有
名
で
す
。
当
法

最優秀賞受賞者の挨拶発表の様子

人
で
も
こ
れ
ま
で
質
の
向
上

（業
務
改

善
）
に
か
か
わ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
Ｑ
Ｃ
活
動
を
行
う
こ
と

で
よ
り
効
率
的
に
改
善
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
み
を

始
め
た
次
第
で
す
。

Ｑ
Ｃ
手
法
で
は
、
テ
ー
マ
選
定
理
由
、

現
状
把
握
、
対
策
立
案
、
効
果
確
認
、

標
準
化
の
手
順
で
進
め
、
Ｑ
Ｃ
の
七
つ

道
具

。
新
七
つ
道
具
を
活
用
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
取
り

組
む
内
容
が
明
確
に
な
り
、
か
つ
効
率

的
に
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
今
回
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
こ

れ
ら
の
手
法
を
完
全
に
活
用
出
来
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
各
部
署
と
も

改
善
に
繋
が
っ
た
素
晴
ら
し
い
成
果
を

発
表
し
て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は

『検
査
を
通
じ
て
深
ま

れ

”
絆

」

を
発
表
し
た
放
射
線
科
が
、

優
秀
賞
は

「患
者
様
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
共
有

し
よ
う

／
」
を
発
表
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
と

「
ス
ム
ー
ズ
な
引
継

ぎ
を
目
指
し
て
」
を
発
表
し
た
手
術
セ

ン
タ
ー
が
受
賞
し
ま
し
た
。
今
後
は
Ｑ

Ｃ
手
法
を
今
以
上
十
分
に
活
用
で
き
る

よ
う
勉
強
会
等
開
催
し
な
が
ら
、
法
人

全
体
の
質
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

演題 サークル名 音『署

さがしびとはいったいどこへ ～職員間の連携～ スカイラインGPS ゆうあいビレッジ

「電話取り次ぎをスムーズに」 チーム・スムーズフォン 医事課

書類作成の日数を短縮しよう!! Team ピーポ君 医局秘書科

「迷子衣類を救出せよJ ～スタッフと家族の連携～ 海猿 ～衣類救助隊～ ゆうあいビレッジ

待ち時間へのカウンターアタック なでしこ外来 外来看護部

祐愛会『食の輪』
～給食内容の認知度・理解度の向上～

愛の架け箸隊 栄養食事サービス部

私の食事は何 ?

～食種の食い違い?を無くそうH～ (職員間連携)

美味しんぼ ゆうあいビレッジ

「患者様探しをなくそう!」 探し物は何ですか??患者様～ ! 検査科

だれかがきつと・・ もつと上手に案内じ隊 ! 健康管理センター

どがんかせんばいかん ～病棟管理表会議～ チーム虫眼鏡 連携センター

『検査を通じて深まれ
″
絆

″
』 絆～kzuna～ 放射線科

スムーズな引継ぎを目指して 知りたがりな私達 手術センター

NO!イ ージーミス!!

～配薬カートにおける配薬方法の見直し～
ドラクロワ～配薬カートを導く自由～ 薬剤科

患者様のADL状況を共有しよう あんま組合 リハビリテーション科

コメァィカルチームで
退院に向かつて患者様をサポートしよう!!

ジョイント さぽ―た 3階病棟看護部

リハビリとの連携を図ろう!! KAERI隊 (むかしが～るず☆) 4階病棟看護部

資料 1

ム

第 16 い
―マ ～

第 1群 座長 機能訓練室課長 太田安幸

第 2群 座長 健康管理センター課長 土井弥生

第 3群 座長 3階病棟師長 辻田幸子

隠
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新
任
Ｄｒ
紹
介

形
成
外
科
医
師

山
内
大
輔

〔出
身
大
学
〕
久
留
米
大
学

〔出
身
医
局
〕
久
留
米
大
学
形
成
外
科

。

顎
顔
面
外
科

〔専
門
領
域
〕
形
成
外
科

一
般

本
年
十
月

よ
り
形
成
外

科
の
右
田
尚

医
師
と
交
代

で
就
任
致
し

ま
し
た
山
内

大
輔
で
す
。

久
留
米
大

学
医
学
部
を

卒
業
後
、
北
九
州
市
立
八
幡
病
院
で
の
二
年
間
の

初
期
臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
、
そ
の
後
、

久
留
米
大
学
形
成
外
科
へ
入
局
致
し
ま
し
た
。
入

局
後
は
飯
塚
病
院
と
、
久
留
米
大
学
病
院
で
の
勤

務
を
経
験
し
て
お
り
、
現
在
医
師
六
年
目
と
な
り

ま
す
。

医
長
と
し
て
の
経
験
は
、
今
回
が
初
め
て
で

あ
り
、
医
師
と
し
て
の
診
療
行
為
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
お
け
る
形
成
外
科
医
と
し
て
の
役
割
を
意

識
し
て
日
々
入
院
、
手
術
、
外
来
業
務
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
不
慣
れ
な
点
で
医
局
の
先
生
方
を
初

め
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
支
え
を
多
大
に
必

要
と
す
る
状
況
で
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
当
院
で
の
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
院

内
ひ
い
て
は
地
域
医
療
の
中
で
形
成
外
科
と
い
う

診
療
科
を
ど
う
活
か
し
て
頂
け
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ご
指
導
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

私
は
専
門
医
取
得
前
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

形
成
外
科
に
就
任
し
た
ど
の
医
師
よ
り
も
若
輩
で

は
あ
り
ま
す
が
、
織
田
病
院
に
お
け
る
形
成
外
科

と
し
て
の
業
務
の
質
を
損
な
わ
ぬ
様
、
そ
し
て
、

皆
様
の
御
役
に
立
て
る
様
、
自
分
な
り
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

へ い ら っ し ゃ い ませ

看護部長 徳田 俊江

新年を迎え、シスカさん、シルフィアさんが大阪から着任いたしました。最初に大阪でお会いし

た時は、全く私達の言葉が伝わらず通訳の方の力を借りないと意思の疎通ができませんでした。六ヶ

月後の今、私以上にきれいな日本語を話せるようになりました。二人とも、母国 (イ ンドネシア)で
二年以上の看護師経験がありますが、環境や習慣、そして日本語 (特に佐賀辮)に慣れるまで苦労を

すると思います。皆様どうぞ暖かい佐賀帰の言葉かけをお願いいたします。また、佐賀のそして鹿島

の文化をご教授ねがいます。行事等のお誘いもお願いいたします。仲間になるとは壁を取り払うこと

だと思います。

先輩のリナさん、アデルさん、エスタさんのように早く佐賀辮で患者さんに寄り添えるよう、温

かく見守ってください。

０

０

０

０

０

成
人
お
め
で
と
う
ノ

①
成
人
を
迎
え
た
感
想
は
？

②
成
人
し
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

③
自
己
Ｐ
Ｒ

∧

祐

愛

合

織

田
病

院

∨■

松
尾
夏
未

基
豪
暑
耳
―
ビ
ス
部

①
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
る
事
が

出
来
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
遊
び
に
毎
日

■́
■
　
充
実
さ
せ
た
い
で
す
。

②
い
ろ
ん
な
所
に
旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。
そ
し
く

両
親
に
親

孝
行
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（ワ
丞
夢
笙
卜
れ
ず
に
、
健
康
で
楽
し
く
過
ご
し
て
行
き
た
い
で
す
。

■
宮
園
千
春三

鼈
種
窒
塁
寧
生

①

一
月
四
日
に
成
人
式
を
迎
・へ

今
ま
で
以
上
に
責
任
を
問
わ
れ
る

年
に
な
り
慎
重
な
行
動
が
求
め
ら

れ
る
と
感
Ｃ
た
。

②
今
年
准
看
護
師
と
し
て
働
く
の
で
ロア
■
性
７
魯
尋
ぺ

患
者
様

に
看
護
を
提
供
し
た
い
。

③
今
年
准
看
護
師
と
し
て
働
き
ま
す
。
技
術
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が

や
る
気
は
あ
り
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
芝
こ
の
み一一一‥

①
ま
だ
二
十
歳
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、　
一

月
八
日
に
成
人
式
を
終
）へ

私
も

成
天
し
た
の
だ
と
感
ｔ
て
い
ま
す
。

②
い
ろ
い
ろ
な
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
い
ろ
ん
な
所
へ
遊
び
に
行
っ

た
り
、
友
達
と
か
と
旅
行
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

③
今
年
か
ら
准
着
護
師
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
の
く

今
ま

で
以
上
に
責
任
願
矛
善
う
て
仕
事
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

至
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

ｔ

■
井
上
綾
花〓

匿
酒

箸

喜

笙

①
二
十
歳
を
迎
・へ

よ
り
い
っ
そ

う
勉
学
と
仕
事
を
亘
張
２

立
派

な
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

ｔ

②
飲
み
会
で
堂
々
と
お
酒
が
飲
み
た
い
で
す
。
あ
と
貯
金
し
た
い

で
す
。

③
三
階
病
棟
学
生
の
井
上
綾
花
で
す
。
今
年
準
看
試
験
に
向
け
て

勉
強
し
て
い
ま
す
。
次
は
武
雄
の
一査
語
学
校
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
成
人
を
迎
え
た
と
い
う
実
感
は

あ
ま
り
湧
き
ま
せ
ん
が
、
成
人
を

迎
え
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

何
事
に
も
責
任
を
持
っ
て
い
き
た

②
友
達
と
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
な
が
ら
、
色
々
な
事
や
色
々
な

所
に
目
生
回
け
、
新
し
い
事
に
少
し
ず
つ
で
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
で
す
。

③
顔
を
忘
れ
ず
、
自
分
に
責
任
を
持
五
虜
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

△フ
後
も
色
々
と
迷
惑
を
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

よ

。

■
竹
内
雄
大彊

§

①
正
直
ヽ
成
人
を
迎
え
た
と
い
う

実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い

手

。

②
い
ろ
ん
な
資
格
を
と
り
に
挑
戦
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
少
し
ず
つ
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

③
今
ま
で
以
卜
に
自
党
と
責
任
を
持
ち
精

一
杯
題
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

∧

ゆ

う

あ

い
ビ

レ

ッ
ジ

∨

し
く
渦
ビ
し
た
い
。

③
今
後
も
い
ろ
い
ろ
迷
惑
を
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
、　
Ｉ
基
碑
節

頑
張
り
ま
す
。

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

②
堂
々
と
お
酒
が
飲
め
る
よ
う
な
年
に
な
っ
た
の
で
、
友
達
な
ど

と
た
く
さ
ん
飲
み
に
行
き
た
い
で
す
。

（Ψ
丞
塚
ぞ
絶
や
さ
ず
、
今
ま
で
以
上
に
仕
事
を
重
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て

．
卜
歳
に
な
っ
た
の
で
、
落
ち
着
い
た
大
人

の
女
性
に
な
り
曼
干
。́

■

隈
部
香

脚

煙

裏

肇

二

理

，Ｌ

雹

々
藝

ど

来
る
う

に
な
‥

れ
と

思
ビ

分
理
い
と
し
て
圭
会
ヨ
糸
の
）

③
）

■
片
渕
悠
臣

一
一量

①
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
て

嬉
し
い
で
す
。
あ
ま
り
実
感
が
湧

き
ま
せ
ん
が
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま

で
以
上
に
責
任
を
持
っ
て
仕
事
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

②
飲
み
ム
バ
に
ガ
ン
ガ
ン
参
加
し
て
い
ろ
ん
な
人
と
楽
し
く
過
ご
し

た
い
で
す
。

③
仕
事
に
遊
び
に
い
ろ
い
ろ
頑
帝
万
た
い
で
す
。
常
に
笑
顔
が
絶

え
な
い
男
で
す
よ

′

′
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

藤
家
＝
太
郎

一
一曇

①
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
て

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
だ
、
成
人

だ
と
い
う
実
感
ほ
湧
き
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
責
任
を
も
っ
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
い
ろ
ん
な
店
に
行
っ
て
お
酒
を
飲
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

」
し
て
い
き
た
い
で
す
。

松
尾
真
央

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ニ
ー
日

①
全
然
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
が
、

長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
親
ヽ
支
え

謝
で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ

な
つ
た
い
К
９
。

，
　
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
感

ラす
供
で
す
が
少
し
ず

つ
立
派
だ
Ｉ
（人
に

②
や
り
た
い
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
酒

を
の
み
た
い
で
す
。

③
何
事
に
も
、　
一
生
照
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

■
中
村
真
美

管

告
設

①
今
で
も
成
人
を
迎
え
た
と
い
う

実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

成
人
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
自
分
の
仕
事
に
責
任

を
持
ち
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

②
い
ろ
い
ろ
な
所
に
出
か
け
て
み
た
い
で
す
。

③
利
用
者
晨
す
」楽
し
い
日
々
を
過
ご
せ
る
よ
２ヽ
嘔
版
り
ま
す
。

。゙゛ド●`ド
°`゙嗅

い
し
ま
す
。

シスカさん

ＩＩ
劇
州
Ｉ
Ｊ
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ハ
ワ
イ
研
修

「
ア
メ
リ
カ
と

日
本
の
医
療
の
違

～
ほ
ん
の
断
片
的
で
す
が
～
」

外
来
師
長
　
　
江
口
　
富
士
子

あ
ろ
～
は
♪
平
成
二
三
年
九
月

一
八
～
三
二

日
の
四
泊
六
日
　
篠
崎
先
生
、
井
手
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
二
人
で
ハ
ワ
イ
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
オ
ア
フ
島
パ
リ
モ
ミ
病
院
を
中
心
に
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
パ
リ

モ
ミ
病
院
内
で
は
、
男

．
三
ｏ
ヨ
８
．
∽
　
ｏ８
け８

（女
性
専
用
の
二
次
検
診
施
設
）
心
カ
テ
ル
ー
ム

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は

挿
管
の
デ
モ
ス
ト

（様
々
な
患
者
の
条
件
を
設
定

で
き
る
デ
モ
人
形
で
）
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
施

設
で
は
、
知
識

・
技
術
の
習
得
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
ハ
ワ
イ
の
各
施
設
か
ら
定
期
的
に
研
修
に

来
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
「
日
本
に
も
こ
の

よ
う
な
施
設
が
欲
し
い
」
と
心
か
ら
羨
ま
し
く
、

こ
の
よ
う
な
場
は
な
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
定
期

的
な
ス
キ
ル
ア
ツ
プ
を
図
り
、
知
。技
術
の
維
持
・

向
上
を
図
り
つ
づ
け
て
い
く
環
境
つ
く
り
の
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
、
医
療
の
違
い
の

一
つ

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
病
院
に
は
外
来
が
な
い

事
。
ア
メ
リ
カ
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
日
本
の
外
来
に

相
当
し
ま
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
病
院
は
契
約
関
係

に
あ
っ
て
、
入
院
後
も
主
治
医
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

医
師
で
す
。
施
設
や
設
備
、
ス
タ
ッ
フ
を
借
り
る

形
で
、
手
術
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
が
治
療
に
当

た
り
ま
す
。
さ
ら
に
述
べ
る
の
な
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス

色
が
濃
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
集
客
力
が
見
込

ま
れ
る
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
近
郊
に
病

院
が
開
業
さ
れ
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
モ
ー
ル
内
や
周

辺
に
開
業
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
は
経
営
の
ハ
ウ

ツ
ー
に
長
け
た
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
多
く
雇
い
、

様
々
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
競
争
し
な
が
ら
利
用
者

を
多
く
獲
得
で
き
る
よ
う
、
病
院

「企
業
」
と
し

て
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
は

「企
業
」
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
見
も
蓋
も
な
い
が
、

患
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
捉
え
れ
ば
、
大
い
に
見
習
う
点
が
多
々
あ
り
ま

す
。高

齢
化
社
会
に
お
い
て
日
本
の
病
院
機
能
は

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
在
院
日
数
も
短
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
院
で
は
八
〇
才
台
以
上
の
患
者
が

七
〇
％
以
上
で
す
。
患
者
の
多
様
な
変
化
に
合
わ

せ
た
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
早
期
の

家
庭

（社
会
や
施
設
）
復
帰
を
め
ざ
し
た
地
域
と

の
連
携
、
地
域
性
や
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
早

く
か
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
職
員

一
人

一

人
が
同
じ
目
的
に
向
か
う
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。国

民
皆
保
険
で
あ
る
日
本
、
ア
メ
リ
カ
で
は

保
健
加
入
者
は
四
〇
％
程
度
と
の
こ
と
。
「地
獄

の
沙
汰
も
金
次
第
」
。
・
・
・
・
・
。
仮
に
道
端

で
倒
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
と
し
て

「∪
ｏ

マ
ｏ
Ｃ
　

，
”く
ｏ
　
す
ｏ
巴
”ゴ
　
【５
∽Ｃ
『“コ
００
●
」
　
ル
ー
確
一

認
し
て
救
急
車
を
呼
ば
な
い
と
訴
訟
さ
れ
か
ね

ま
せ
ん
。
日
本
は
そ
の
よ
う
な
事
に
な
ら
な
い

様
に

／
意
識
が
無
い
時
は
答
え
ら
れ
な
い
か
ら

全 日病 ハ ワイ研 修 に参 カロした 3階ナ ー ス (下 田、 池 田、 竹 本 )の ハ ワイ研 修 旅 行 記 で す。

<お勉 強 編 >

研修を受けて、一番思ったことは、「日

本人でよかった」ってことかな。「国民

皆保険最高 !!」 って思ったもん。

納得 !

救急車もお金かかるしね～。

貧富の差によって受けられる医療が違う

し、病院によっては、診療拒否するとこ

ろもあるみたいだしね。

普通に仕事して収入ある人でも医療費の

負担が大きいという理由で、病院に行く

のが怖いというのを聞いたときもビック

リした。日本じゃあんまり考えられんよ

ね。

貧富の差で受けられる医療にも差がでて

くる話には正直ちょっとショックだっ

た。

話は変わるけど…、ハワイの病院って

めっちゃ静かやったよね～。

音を感知する「うるさいセンサー」まで

あったし !

他にも、検査中にメガネを掛けるだけで

DVDが見れたり、不安軽減のために壁と

かに癒されそうな絵や写真を飾ってあっ

たり、療養環境にかなり配慮してあった

と思う。病院自体も、テラスやカフェテ

リアがあったり、モニュメントがあった

り、いい意味で病院っぽくない雰囲気が

あったよね。

うん、うん。環境だけじゃなくて、個人

情報保護の徹底とか、検診の人に花を一

輪プレゼントするサービスがあったりし

て素敵だなあって思った。

更に、スタッフのモチベーションが上が

る様にと、スタッフの子供の写真を廊下

に飾ってあつたり。患者だけでなくス

タッフにも気を配つているなって感じた

よね。
ハワイの病院を見学して、私たちの病棟

でも真似できるところは真似して、患者

サービスの向上に繋げようね。

ってことで、帰国後早速、師長さんのサ

ポー トのもと、3階病棟では療養環境の

騒音を改善できるよう取り組んでいきま

す !

「3階病棟何か変わったれ 」って気づい

てもらえるよう頑張っていきましょう。

おお～ !!!

<プ ライ ベ ー ト編 >

ハワイで一番印象に残っている事って

何 ?

う～ん、いろいろありすぎて、悩む…。

ホントねえ。

でもやっぱり、海のイメージが強いか

な?
マジきれいかったよね !!ワ イキキも、

ノースショアも。

確かに !!研修以外は、ほとんど海にい

た記憶が…。

初めて、野生のイルカとか海カメと泳い

だし、滅多に会えないらしいピグミンに

も遭潤できたしオ亀

さすが、ラッキーガールやね。

笑

ラッキーといえば、出発するときから、

台風の影響で飛行機が飛ぶか飛ばないか
…っていうハプニングがあって、結局飛

んだんだけど、成田空港では大荷物持っ

てダッシュしなければいけなかったね。

でも無事予定通 リハワイについてラッ

キー～ !

また行きたかねえ。めっちゃ楽しかった

もし今度行くときには、英語勉強せんと

…それか、英語の話せる人と一緒に行く

かね。
ハワイは日本語通じるって聞いてたけ

ど、やっぱちょっとは英語分かっとかな

.怖い目にあうよねえ。

苦究

いろんなことがあったけど、いい研修旅

行やったよね。

医療系のことだけじゃなく、社会勉強に

もなったし。いい経験したぁ～。

理事長先生有難うございました。

m(__)m

ワイ|)F修 参加者

挿管のデモスト

(3階病棟 下田奈美 池田のぞみ 竹本愛)
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学会 (研究会)・ 講演 (講義)・ 論文発表 (平成 23年)

【学会 (研究会)発表】

◎医学関係◎
。第 27回総合診療ケースカンフアレンス (5月

18日 マリトピア)

朝長元輔「口腔内病変で発症したクローン病の

1例」
。第 293同日本内科学会九州地方会 (5月 28日

長崎大学良順会館)

朝長元輔、坂田泰志、松永圭司、内藤優香、大

串昭彦、丼手康史、西山雅則、福田佳代子、米

満伸久、水口昌伸「咽頭通を主訴とし腹部症状

を認めなかったクローン病の 1例」

坂田泰志、内藤優香、大串昭彦、朝長元輔、丼

手康史、松永圭司、西山雅則、福田佳代子、水

口昌伸、米満伸久「上部消化管内視鏡検査で発

見された早期十二指腸癌の 1例」

・平成 23年第 4回佐賀腸疾患懇話会 (6夕117
日 佐賀大学)

松永圭司「サイトメガロ腸炎の 1例」

・平成 23年第 2回西部消化器勉強会 (8月 25

日 武雄市医師会検診センター)

坂田泰志「十二指腸の腫瘍性病変について」
。第 41回 日本消化器がん模診学会九州地方会

(9月 10日 佐賀大学)

内藤優香、坂田泰志、下田良、大串昭彦、安部

友範、朝長元輔、丼手康史、松永圭司、西山雅

則、米満伸久「人間ドックの上部消化管内視鏡

検査で発見された早期十二指腸癌の 1例」
。第 34回佐賀救急医学会 (9月 24日 唐津

峯みちる、野村貴子、北川英俊「“あなただけ

の生き方 "をサポー トしたい」
。第 12回 日本認知症ケア学会 (9月 25日
パシフィコ横浜)

市丸徳美、西村美枝子「認知症専門棟における

グループケア活動の活性化 」CPATを用いた

ケアグループの再編成を試みて一」
。第 53同 全日本病院学会 (沖 縄県)(10月
30日沖縄コンベンションセンター)

相原大樹、内堀奈々、河本貴子、辻田幸子「当

病棟における誤喋性肺炎で入院を繰り返す患者

の実態調査」

吉村彩香「看護必要度と看護師の熟練度の関係

について」

江口芙美子、吉原弘子、河本健太郎、吉村かお

り「手術室・内視鏡室看護師の弾性ス トッキン

グ着用による下肢周囲径と足部愁訴の変化」

【講演】

◎医学関係

・佐賀大学医学部地域医療支援講座 (3月 28

日 佐賀大学医学部)

織田正道「退院調整 (リ エゾン)ナースの役割

と地域医療連携」
。日本大学医学部招待講演 (8月 3日  日本大

学医学部付属板橋病院)

織田正道「新たな時代の地域医療連携 リエゾ

ンナースによる院内 。地域の連携システム」
。地域中核病院研究会 (8月 25日  織田病院

6Fセ ミナー室)

月 21日  福田国際センター)

朝長元輔、坂田泰志、内藤優香、大串昭彦、丼

手康史、松永圭司、西山雅則、福田佳代子、岩

切龍一、坂田祐之、藤本一員「直腸ポリープの

形態を示 したサイ トメガロウイルス腸炎の 1

例」
。第 28同総合診療カンフアレンス (11,116
ロ マリトピア)

大串昭彦「慢性下痢と全身浮腫で来院した 1例」
。第 101回 日本耳鼻咽喉科学会佐賀県地方部

会学術講演会 (12月 10日  ホテルマリター

レ創世)

高岩一貴、片岡和子、織田正道、小宗静男「当

院における耳下手術統計 20H」

片岡和子、高岩一貴、織田正道、梅崎俊郎、米

満伸久「舌に発生した脂肪腫の一例」

◎看護 。介護・福祉・栄養食事・放射線◎
。第 25回佐賀県栄養改善学会 (7月 24日
西九州大学)

牛島久美子「病院栄養管理の現状と課題」
。ゆとり会 (8月 26日  績田病院 6階セミナー

・糖尿病市民公開講座 (10月 22日 鹿島市室)

安部伸和「装置紹介 ～ X線 ¬r装置 。CT装 エイブル)

中島隆貴「糖尿病と運動 ～効果的な運動とは置～」
。第 2回 日本認知症グループホーム大会 (9月 ～」

10日 東洋大学白山キャンパス)      ・認知症サポーター養成講座 (11月 22日杵

市文化会館)                織田正道「総合ヘルスケアシステムの構築と地

山地康太郎「救命し得た腸管壊死を伴うS状結 域の面連携」               。医療安全管理対策委員会 :医療安全に向

腸捻転の 1例」              。鹿島高校同総会 松操会 (10月 23日  清川)|ナた当院の取 り組み .患者安全推進ジャーナ
。第 82回 日本消化器内視鏡学会総 会 (10織田正道「豊かな長寿社会」        ル ,No26,42‐ 47,20H.

・平成 23年度 働き盛りの肝がん予防計及啓発

事業 (10月 24口  鹿島商工会議所)

丼手康史「働き盛りの肝がん予防出前講話」

◎看護・介護 。福祉・栄養食事 。放射線◎

・退院調整ナースの役割と地域医療について (3

月 28日  佐賀大学医学部 臨床大講堂)

田島まり子「リエゾンナース配置による退院支

援の取り組み」
。認知症サポーター養成講座 (5月 20ロ デ

イサービスゆうあい谷所)

石 井 大 輔、 光 武 耕 治「 地 域 で 支 え よ

う ! !」

・太良婦人部講演会 (6月 2日 たらふく館)

下田「うつ病について」
。佐賀県老入クラブ大会 (7月 26日  佐賀市

藤地区市町村同組合 介護保険保険事務所)

石丼大輔、光武耕治「地域で支えよう !!」

・認知症サポーター養成講座 (H月 22H杵
麟地区市町村圏組合 介護保険保険事務所)

石井大輔、光武耕治「地域で支えよう !!」
。(12月 20 日鹿島市生涯学習センター「エイ

ブル」 2Fホール)

【議 】

◎医学関係◎
。佐賀大学医学部医学科 3年生 (4月 25日 )

西山雅則「地域高齢者医療一介護と在宅医療J

・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義 (3

月 16口 。17日 )

織田洋子「人体のしくみ働き,疾病の成り立ち」

(感覚器系・皮膚科)

◎看護・福祉関係◎
。佐賀県産業技術学院講義(1月 29日、2月 5日 、

7・ 鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義

(3り !7日 。14‖ )

江口利信「保健 。医療 。福祉のしくみ」
。嬌野医療センター付属看護学校講義 (9月 7

日。21日、11月 2H。 9日 。24日 、12月 1日 )

小森ヒロ子「在宅看護論」

・ リハビリテーション介護研修会 (10月 30

日 宇都宮病院)

一ノ瀬英治「トランスフアーテクニックと福祉

用具について」

【論文・著書】

・坂田泰志 ,朝長元輔 ,松永圭司 ,内藤優香 ,大

串昭彦 ,門 田哲也 ,坂 田祐之 ,藤本一員 ,水 日

昌伸 ,米満伸久 :L部消化管内視鏡検査で発見

された十二指腸 :1行脚原発性 +1指腸癌の 1

例 .日 本消化器がん模診学会雑誌 ,49(2),266‐

272,2011.

・坂田泰志 ,丼手康史 ,朝長元輔 ,福田佳代子 ,

米満伸久 :咽 頭痛で発症 した Crhon病 の 1

例 .内科 ,108(7),160163,2011.
・坂田泰志 ,大 串昭彦 ,朝長元輔 ,福 田佳代子 ,

米満伸久 :Lansoprazoleに よるcollagenous

colitisの 2例 .内科 ,108(8),362-365,2011.
・朝長元輔 ,坂 田泰志 ,大 串昭彦 ,内 藤優香 ,

米満伸久 :ス テロイ ド内服中の 助ogren症候

群に生じたヘルペス咽頭・食道炎の 1例 .内

が1,108(9),541‐ 543,2011.

文化会館)                 。坂田泰志 ,松永圭司 ,内藤優香 ,大串昭彦 ,朝
一ノ瀬英治「ウォーキングと健康について」 長元輔 ,岩切龍一 ,坂田祐之 ,藤本一員 ,水口昌
・認知症サポーター養成講座 (8月 1日 志田 伸 ,米満伸 :上部消化管内視鏡検査で発見され
病院)                   た早期十二指腸癌の 1例 。日本消化器がん検診
石丼大輔、光武耕治「医療・福祉の私たちにで 学会雑誌 ,49(5),661-666,2011.
きることは ?」 ・田島まり子 :リ エゾンナースが外来と病棟を

つなぐ遇院支援システム .看譲 163(10),82
-86,2011.
・村川浩一監修 (市丸徳美分筆):日 でわかる

認知症ケアのトータルマネジメントー11本語版
C≧ミ 、厚生科学研究所 ,20H、 東京 .
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は
作
者

が
生
活
の
中
で
医
師
、
看
護
師
に
対
す

る
感
謝
の
言
葉
、
ま
た
生
き
る
こ
と
の

幸
せ
を
綴

っ
た
詩
集
で
す
。

柴
田
ト
ヨ
さ
ん
は
明
治
四
十
四
年
生

ま
れ
の
百
歳
。
九
十
歳
を
越
え
て
か
ら

詩
作
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
本
に
は
ト

ヨ
さ
ん
の
温
か
い
言
葉
が
沢
山
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
毎
日
を
過
ご
す
中
で
、
何

か
に
心
を
痛
め
た
時
や
少
し
疲
れ
た
な

と
感
じ
た
時
、
こ
の
本
は
皆
さ
ん
を

き

っ
と
癒
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

，『ノ。新
年
を
迎
え
、
日
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ

て
ゆ
く
日
々
の
中
で
、
ふ
と
息
を
つ
い

た
時
に
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
欲
し
い

一
冊

で
す
。

（医
局
秘
書
　
中
元
寺
美
咲
）

【
病
院
図
書
】

。
武
田
文
和
監
訳

「ト
ワ
イ
ク
ロ
ス
先
生
の
が
ん
患
者
の

症
状
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
第
２
版
」

医
学
書
院
　
一
一〇

一
〇

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が

体
調
を
崩
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
や
福
島

原
発
事
故
な
ど
未
曾
有
の
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
日
本
中
が
様
々
な
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
年
で
し
た
。
ま

だ
復
旧
に
は
時
間
を
要
し
、
厳
し
い

生
活
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
、
遠
く

か
ら
で
す
が
後
押
し
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
年
は

『ゆ
う
あ
い
社
会

福
祉
事
業
団
』
と
い
う
新
し
い
法
人

が
加
わ
り
祐
愛
会
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
初
め
て
の
年
。
ま
た
、
医
療

・
介

護
の
同
時
診
療
報
酬
改
定
が
あ
り
、

さ
ら
に
変
化
を
求
め
ら
れ
る

一
年
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
法
人
、

地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、
よ
り
良

い
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
構
築
に
向
け

て
今
年
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

（医
事
課
　
渕
上

敏
文
）


